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調布LGBT＆アライの会

HAPPY PRIDE！6月はプライド月間ですね。世界中でLGBTQ＋の啓発イベントやキャンペーンが行われる月です。
年2回、6月と12月に発行しているレターですが、前回からの半年間、以下のような数々のニュースがありました。
★パートナーシップ制度を採用している自治体はすでに2７８箇所、人口カバー率は6８％を越えました。（2023年４月時点）
★2023年2月20日、調布市の「男女共同参画推進課」の名称が「多様性社会・男女共同参画推進課」にリニューアルしました！
★3月15日、調布市独自のパートナーシップ宣誓制度も満を持してスタートしました！
★コロナがようやく収束し、日本で最大級のLGBT関連のお祭りである東京レインボープライド
イベントが4年ぶりに大規模開催され、4月23日のパレードに当会会員らも参加しました！
★5月１９日～20日、G7広島サミットが開催されました。首脳コミュニケ（公式声明）の４２番目
の項目には、性的マイノリティーも含まれたジェンダー平等が、明確に謳われています。
★「結婚の自由をすべての人に」を掲げた大注目の同性婚裁判、5月30日、札幌地裁に次いで
2件目となる違憲判決が名古屋地裁で下されました。さらに６月８日福岡地裁では東京地裁
同様、「違憲状態」であるとの判断が下されました。＼(^o^)／
★６月１３日、大揉めに揉めたLGBT法案がついに可決されました。当事者とその家族が生き
やすい世の中になることを心から祈りながら、引き続き当会は活動を続けていきます。

2023.Vol３.水無月号調布市社会福祉協議会 令和５年度地域福祉活動支援事業助成団体

↑1月は佐野行政書士さんを講師に、
エンディングノートや相続の事など、
万人に必要と思われるお話を伺いま
した！地域に、頼れる方が見つかった
と、喜ぶ声が多く寄せられました。

↑ ２月は、国会等へのロビー活動で
その頃メディアで見ない日はなかった、
松中権氏による、PRIDE指針等の
有意義なお話でした！多忙を極める中
でのご登壇ありがとうございました！

↑ ３月は（一社）にじいろドクターズから
お二人の医師をお招きし、多様な性に
配慮したプライマリ医療について、具体
的なお話が聞けました。こんなドクタ―
が増えると本当に安心です…♡

録画機材の故障で、この回は後日配信が
叶わず、大変申し訳ございませんでした。

↑ 4月はなかけんさんとむらかみさん、
お二人の当事者さんから無性愛等に
ついての貴重な学びが得られました。

↑ ５月は当会代表の棚木が、SOGI等
に関するベーシック講座を担当しました。

↑ ６月はご要望の多かった「介護」が
テーマです！お楽しみに‼

「性と生き方の多様性講座」 異なるテーマで毎月開催中！どなたでも無料で参加
できる市民講座です。調布市文化会館たづくり映像シアター。後日限定配信もあり！

2023年1月～6月の「性と生き方の多様性講座」 毎月盛会でした！



リレーコラム「多様性」を笠に着た、LGBTヘイトとは？

「性的マイノリティーの方の権利の尊重」を「多様性の尊
重」と、今の世の中ではLGBTと多様性がすでに同義語のよ
うに認識されています。それ自体は結構なことで、どなたも
異論がないことと思います。しかしここで、いつも私がもや
もやした気持ちになるのが、「多様性」と言うとマジョリ
ティーも多様な性の一人だから、「マジョリティーの権利も
擁護せよ」と論理をすり替えて主張される方が必ずいらっ
しゃる、ということです。
痴漢防止の女性専用車両ができた時に、「逆差別だ」と反

対された一部の男性や、学校現場で、「いじめられるのは、
いじめられる側にも原因があるのだ」とおっしゃる一部の方
の感覚に大変よく似ているように思います。
この度のLGBT法案で国会がカオスな状態となったことに、

大きな役目を果たしたのがLGBTアンチによる「トイレ・公
衆浴場問題」への論点のすり替えがあります。
性的マイノリティーの方々が日々困っていることはトイレ

や風呂問題ではありません。トイレや風呂問題は、昔からあ
る性犯罪者を取り締まる、警察等の治安上のインフラ整備こ
そが解決方法なのであって、LGBT法案とは本来無関係です。
このことはLGBT問題に詳しい弁護士さんが何人も丁寧に説
明してくださっています。当事者にとってはもっと深刻な、
就職・就学・医療・住宅契約などの日々の当たり前の権利が
保障されていないことや、いじめを受けることにより彼らの
本来のパフォーマンスが発揮できないことが問題なのですが、
アンチの方々がLGBT法案を簡単には通させまいと、事実に

【手話対応しています】

にじいろお話会は申し込み
不要ですが、手話をご希望の
方は事前にメールでご連絡
ください。
手話対応可能なメンバーから
ご連絡させていただきます。
ⅿ__tanaki@fb３.so-net.ne.jp

にじいろお話会はSHG（セルフヘルプグループ）と
してLGBTフレンドリーな話題で当事者やアライが
ゆるーくつながる場です。普段はふれあいの家が
会場ですが6月24日は、調布市男女共同参画推進
フォーラム しぇいくはんず のイベント内（パネル展
会場）で10時～と、13時～に2回開催します。

人気の
読み聞かせ

当会は、毎月様々な分野の専門家の方を講師にお招き
し実施している無料講座と、毎月市内のふれあいの家
で開催しているにじいろお話会の２つが主な活動です。
会員を随時募集中です。会費は無料です。当事者の方、
アライの方、多様性に関心のある方、仲間になりませ

んか？ m_tanaki@fb3.so-net.ne.jp（棚木）
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【＃岸田総理に手紙を書こうプロジェクト】 当会会員で「ALLYになりたい」
（かもがわ出版）の著者、小島さんの所属する、子どもを育てるLGBTQ+の団体
「にじいろかぞく」が、件のプロジェクトを始めたのは今年２月。総理の「日本の家
族のあり方が変わってしまう」発言や、前政務秘書官の差別発言がきっかけでし
た。４月までに集まった手紙は驚いたことに５００通を越え、５月の記者会見で
首相宛に提出されました。「みんなをかぞくにしてください」「ママたちをけっこん
させて」など、大勢の子どもたちの素直な願いが、まっすぐ届きますように…！
（大人も、もちろん書けます。詳細は ＃岸田総理に手紙を書こう で検索を！）

基づかない、「トイレ・風呂問題」のデマをネット上に散々
流しました。このプロパガンダは大成功をおさめ、まるでト
ランス女性の方々があたかも犯罪者予備軍であるかのような
誤った印象を、事情をよく知らない一般の方に植え付けまし
た。デマが更なるデマやヘイト発言を生み、アンチの目論見
は成功したのです。

私の講座の中で、自分自身への自戒の意も込めて繰り返し
お伝えしている事ですが、「マジョリティーゆえの意図しな
い差別や偏見・デリカシーの無さ」に、私達マジョリティー
は何より敏感でなくてはなりません。一部のアクティビスト
さんを除き、大多数の性的マイノリティーの方々の声は大変
小さく、まるで六等星の光のようです。一等星のマジョリ
ティーの強い光の陰に隠れて、長いこと見えない存在だった
のが、やっと、賛同者や仲間と共に歩み始め、自分たちを
「いてもいい存在なのかな」と認識し始めたところなのです。

トイレ問題で面白おかしく騒ぎ立てることが、明日、人知
れず自死を選ぶことになりうる当事者の方を生むかもしれま
せん。そのことを、リアルに想像してみてください。
「多様性」を笠に着た「マジョリティーの権利を擁護せよ」
の声は、紛れもなく実によくできたLGBTヘイトなのです。
この続きは、ご要望に応じて当会のにじいろお話会で、

参加者の皆様と自由にお話ししたいと思います。（棚木）
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